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⚑．強変化動詞の基本形1

英語の動詞で面倒なのが⚓基本形である。英 drink̶drank̶drunk, take
̶took̶taken とお経のように唱えて覚えた不規則動詞（強変化動詞）は，

1 本研究は清水（2019)（2020)（2021a)（2021b)（2021c)（2021d)（2022a)（2022b)（2022c）
の続編であり，科研費の助成による（ゲルマン語類型論から見たドイツ語の新しい構造
記述，基盤研究（C)（一般)，19K00540)。カッコ内の用語は原則として英語名による。
用例などで使用する言語名の略語は次のとおり。ア：アイスランド語，印欧：印欧祖語，
英：英語，オ：オランダ語，ギ：（古典）ギリシャ語，ゲ：ゲルマン祖語，ゴ：ゴート語，
古英：古英語，古高ド：古高ドイツ語，古ザ：古ザクセン語，古ﾉ：古ノルド語，中高ド：
中高ドイツ語，ド：ドイツ語，西ﾌ：西フリジア語，西ゲ：西ゲルマン語，ラ：ラテン語，
ル：ルクセンブルク語，ロ：ロシア語
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i̶a̶u, a̶oo̶oo という語幹母音の母音交替（ド Ablaut/vowel gradation）
の産物である。しかし，これはすべてのゲルマン語に共通の原理に基づく現
象に由来し，大昔はまったくの⽛規則動詞⽜だったというのが本稿の趣旨で
ある。

ドイツ語でも⚓基本形と言うが，現在単数⚒・⚓人称では i-ウムラウトが
混じるので，本来は⽛⚔基本形⽜とするのが適切である（現⚓単＝現在形⚓
人称単数（直説法，以下略），過⚑単＝過去形⚑人称単数，過分＝過去分詞)

(1) 不定詞 ［現⚓単］ 過⚑単 過分
ド helfen 助ける ［er hilft（＜古高ド hilfit)］ half geholfen

fahren（乗り物で）行く［er fährt（＜古高ド ferit)］ fuhr gefahren

それでも，helfen の接続法 II 式が hülfe（稀 hälfe）である点は，矛盾する
ように見える。その理由として，⽛過去形half＋-e（＜古高ド -i)⽜で ich hälfe
['hɛlfə] とすると，直説法 ich helfe ['hɛlfə] と発音が区別できない点が挙げられ
る。しかし，これは単なる観察上の便宜的説明にすぎない。その真の理由を
探るには，歴史言語学的に考察することが求められる。まず，hülfe のルー
ツについて，以下に説明することから始めよう。

じつは，古くは過去形の単数と複数では，母音交替の種類が別だった。ド
Wie die Alten sungen, so zwitschern die Jungen.⽛子は親の鏡（＝親鳥が鳴
いたように，ひな鳥はさえずる)⽜ということわざがあるが，この sungen⽛鳴
いた⽜は singen⽛歌う，鳴く⽜の過去形 sang の古い複数形で，Jungen⽛ひな
鳥⽜と脚韻を踏んでいる。接続法 II 式 ich sänge は直説法 ich singe と区別で
きるので，ich hülfe と違って，＊ich sünge とする必要はない。つまり，古く
は⽛⚕基本形⽜だったのであり，⽛不定詞─[現在⚓人称単数（＝直説法，以
下略）]─過去⚑人称単数─過去⚑人称複数─過去分詞⽜となって，下線部の
区別が加わっていた。[現⚓単] は i-ウムラウトなので，残りの⚔つが母音交
替である。(2)に図示してみよう。過去分詞の語形には，形容詞強変化・男性
単数主格形（ゴ -s/古高ド -Ø）を挙げる。
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(2) 不定詞 ［現⚓単］ 過⚑単 過⚑複 過分
ド helfen hilft half ＞ halfen geholfen
古高ド helfan hilfit half ≠ hulfum geholfan（o＜u/__a)
ゴ hilpan hilpiþ halp ≠ hulpum hulpans（-s 形容詞語尾)

ド helfen⽛助ける⽜では，過去単数 half の a が類推によって過去複数
halfen に侵入したのがわかる。古高ドイツ語の接続法 II 式（＝接続法過去）
は⽛［過去複数の語幹母音＋i-ウムラウト］＋-i（＞ド -e [ə])⽜で導いた（過去
の意味とは無関係)。古高ド hulfiを継承した接続法 II 式のド ich hülfe は，

⽛[hulf-＋i-ウムラウト]＋-e（＜古高ド i)⽜を継承して，直説法 ich helfe から
区別した語形なのである（類例：ド sterben死ぬ─ stürbe，werfen投げる─
würfe)。なお，ド schwimmen⽛泳ぐ⽜の接続法 II 式 schwömme は，中高ド
swimmen（i＜e/__mm）の過⚑単 swam ─過⚑複 swummen の最後の語形
の u が中部ドイツ語で起こった低舌化（o＜u/__{m/n}）を経て，i-ウムラウト
した結果である（ド Mönch 修道士↔München ミュンヒェン，(9)の説明参
照)。この語には，過⚑単 swamm に基づくド schwämme もある。

逆に，ド beißen⽛噛む⽜のように，過去複数（古高ド bizum）の語幹母音
i が過去単数biss に入り，過去単数（古高ド beiz）の ei が失われた例もある。

(3) 不定詞 ［現⚓単］ 過⚑単 過⚑複 過分
ド beißen [aɪ] beißt [aɪ] biss [ɪ] ＜ bissen [ɪ] gebissen [ɪ]
古高ド bīzan /i:/ bīzit /i:/ beiz /ei/ ≠ bizum /i/ gibizan /i/
ゴ beitan /i:/＜/e＋i/ beitiþ /i:/＜/e＋i/ bait /ɛ:/＜/a＋i/ ≠ bitum /i/ bitans /i/
古ﾉ bíta /i:/ bítr /i:/ beit /ei/ ≠ bitum /i/ bitinn /i/

今でも過去形で単数と複数を区別するアイスランド語の接続法過去（＝接
続法 II 式）は，過去複数 bitum [ɪ:]（＜古ﾉ /i/）による ég biti [ɪ:]（＜古ﾉ /i/）
となる。なお，英 was↔were（＜古英 wæs↔w―æron）の対立は，使用頻度
が頻繁なために，例外的に類推を免れたことを示す例である（ド war̶
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waren＜古高ド was↔wārum，ア var↔vorum)。

⚒．強変化動詞と母音交替（アプラウト)

2-1．ソナントとしての半母音と鳴音─音節確保の手段
ここで，(2)のゴート語の例に目を転じてみよう。ゴート語は a/i/u⽛ア/

イ/ウ⽜の⚓短母音組織なので，e⽛エ⽜の代わりに hilpan となり，過去分詞に
ゴ ga-（ド ge-）がつかない点を除けば，古高ドイツ語と基本的に同じ原理に
よる母音交替を示す。次に，(3)の⽛ゴ beitan /i:/─古高ド bīzan /i:/⽜に注
目されたい。ゴ ei /i:/は ei⽛エイ⽜の単母音化を示すと考えればよい（ゲ ＊ī＜
印欧 ＊ei)。過去単数のゴ bait /ɛ:/も少なくともつづりは ai であることが示
唆するように，ei～ai の母音交替は e～a となる。これは古高ド hel-
fan～half の e～a と同じである。[現⚓単] は i-ウムラウトなので除くと

（ゴート語は基本的にウムラウトを欠いている)，ゴ beitan（/i:/＜＊ei)̶bait
（/ɛ:/＜＊ai)̶bitum̶bitans では⽛e-i～a-i～Ø-i～Ø-i⽜（Ø＝ゼロ）となり，
⽛過⚑複 Ø-i～過分 Ø-i⽜で母音が⽛消えて⽜いる。したがって，母音交替は
⽛e～a～Ø～Ø⽜である。

これを(2)のゴ hilpan（i＜e，古高ド helfan)̶halp̶hulpum̶hulpans
の⽛e-l～a-l～u-l～u-l⽜と比べてみよう。⽛不定詞～過単⽜の⽛e-i～a-i⽜（ゴ
beitan /i:/̶bait /ɛ:/）と⽛e-l～a-l⽜（ゴ hilpan（i＜e)̶halp）では，便宜的
につづりで判断すると，母音交替はともに⽛e～a⽜である。ところが，⽛過⚑
複～過分⽜の⽛Ø-i～Ø-i⽜（ゴ bitum̶bitans）と⽛u-l～u-l⽜（ゴ hulpum̶
hulpans）では事情が異なる。どうやら⽛不定詞～過⚑単⽜↔⽛過⚑複～過分⽜
には⽛溝⽜があり，⽛過⚑複⽜～⽛過分⽜には⽛縁⽜がありそうである。

まず，後者の⽛溝⽜だが，⽝ドゥーデン発音辞典第⚓版⽞（Duden 19903）以
降のド Apfel ['apfl̩]⽛りんご⽜の表記に注目しよう。-el の [l̩] は，['apfəl] の [əl]
に代わって音節核（nucleus）を形成するソナント（sonant)，つまり成節子音

（syllabic consonant）である。同じく，英 bosom ['bʊzm̩]⽛胸⽜/ド machen
['maxn̩]⽛作る⽜も⚒音節語で，e [ə] が消えた音節を -em/-en の [m̩]/[n̩] が支え
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ている。[r̩] の好例はセルビア語の Srbija（Србија）⽛セルビア⽜で，クロアチ
アには Srb という地名もある。[l̩]/[r̩] は流音（liquid)，[m̩]/[n̩] は鼻音（nasal）
のソナントである。呼気をあまり阻害しない鳴音（m [m]/n [n]/l [l]/r [r]）は，
半母音 /ǐ/，/ŭ/と同じく成節子音（m̥ [m̩]，n̥ [n̩]，l̥ [l̩]，r̥ [r̩]）になるのである。

このように，⽛e～a～Ø～Ø⽜の母音交替では後半の⽛過⚑複～過分⽜の無
アクセント母音が消え，それを補って⽛Ø-i～Ø-i⽜（ゴ bitum̶bitans）では半
母音 /ǐ/ が母音 i になり，⽛u-l～u-l⽜（ゴ hulpum̶hulpans）では流音ソナン
ト /l̩/ が母音 u を産み落としたとみなすことができる（ul＜/l̩/)。これが⽛不
定詞～現⚓単（X́X)⽜↔⽛過⚑複～過分（XX́)⽜を隔てる⽛溝⽜である（⽛´⽜
はアクセントの位置を示す)。母音交替は，ゴ beitan /i:/⽛噛む⽜では⽛e-ǐ（＞
e-i)～a-ǐ（ ＞a-i)～Ø-ǐ（＞Ø-i)～Ø-ǐ（＞Ø-i)⽜，ゴ hilpan（i＜e）⽛助ける⽜では

⽛e-l～a-l～Ø-l̩（＞u-l)～Ø-l̩（＞u-l)⽜となって，同一である。ソナントはいわ
ば音節確保のための手段なのである（古高ド 過⚑単 beiz，過分 giholpan に
ついては後述する)。

2-2．母音交替とアクセントの交替
それでは，どうして⽛不定詞 e～過⚑単 a～過⚑複 Ø～過分 Ø⽜の母音交

替が誕生したのだろうか。それは印欧祖語のアクセントの交替をゲルマン祖
語が利用したためである。ゲルマン祖語の強変化動詞は，語幹母音 e と a（＜
印欧 ＊o）を基本として，次の⚒つのパターンに分かれていた2。

(4) 不定詞 過単 過複 過分
① 印欧 e (e-階梯) o (o-階梯) Ø (ゼロ階梯) Ø (ゼロ階梯)

ゲ e (e-階梯) a (a-階梯) Ø (ゼロ階梯) Ø (ゼロ階梯)
② 印欧 a/o (a/o-階梯) ā/ō (延長階梯) ā/ō (延長階梯) a/o (a/o-階梯)

ゲ a (a-階梯) ō (延長階梯) ō (延長階梯) a (a-階梯)

2⽛ゲ ＊a＜印欧 ＊a/＊o，ゲ ＊ō＜印欧 ＊ā/＊ō⽜という音韻変化に注意。
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印欧祖語のアクセントは，同一語内で位置が動く⽛可動アクセント⽜（mobile
accent）だったと推定されている。英語にも imʼport⽛輸入する⽜↔ʼimport⽛輸
入⽜のように，⽛動詞 XX́─名詞 X́X⽜という品詞間で動く例がある。ゴート
語の複合語では規則的にそうだった（ゴ ga'laubjan 信じる↔'galaubeins 信
仰)。印欧祖語ではロシア語に似て（ロ ja pi'shu（я пишý）私は書く↔on
'pishet（он пи́шет）彼は書く)，同一語の屈折形の間でも動いたのである。

母音交替には，アクセントの強さに応じて段階があった。階段を上下する
のにたとえて，階梯（階程grade/ド Stufe）と言う。(4)①は印欧祖語から継
承したパターンである。e（＜印欧 ＊e）を基本とする e-階梯（e-grade）は，
過去単数で何らかの理由で a（＜印欧 ＊o）を示す a-階梯（a-grade＜印欧 o-
grade，o-階梯）に質的交替（qualitative gradation/ド Abtönung）を起こし
た。過去複数と過去分詞では無アクセントに弱化したゼロ階梯（zero-grade，
Ø）になった。ド helfen/beißen⽛助ける/噛む⽜はこの例である。

一方，②はゲルマン祖語で発達したパターンである。a（＜印欧 ＊a/＊o）が
基本で，過去単・複数は強さアクセント（強勢 stress）を担って長母音化する
延長階梯（lengthened grade）を示す。ゲルマン祖語は a～ō だけだったが，
印欧祖語には a～ā と o～ō があった。これを量的交替（quantitative grada-
tion/ド Abstufung）と言う。ド fahren⽛（乗り物で）行く⽜はこの例である。

2-3．ヴェアナーの法則と内的再建
上述のように，(4)①のパターンは過去複数と過去分詞がゼロ階梯（Ø）で

ある。これは，語幹母音が弱まって消えてしまい，語尾にアクセントが動い
たことを示している。ここで，英語の was↔were とこれに対応するオラン
ダ語の was [ʋɑs]↔waren ['ʋa:rə(n)] に注目しよう。英 wasの s [z] は古くは
無声音 [s] だった。過去複数の英 were/オ waren の r は，無声摩擦音 s [s]
が母音間または母音と鳴音（m/n/l/r）の間で [z] に有声化し，舌先ふるえ音
r [r] に変わった結果である（[r]＜[z]＜[s])。これをロータシズム（rhotacism）
と言い，ゴート語以外で個別的に広範囲で起こった。オランダ語で不定詞
verliezen [vər'liˑ zə (n)]⽛失う⽜と過去単数 verloos [vər'loˑ s]（z [z] /s [s]＜
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ゲ ＊/s/）に対して，過去複数と過去分詞が verloren [vər'lo: rə (n)]（r [r]＜
ゲ ＊/z/）となるのは，その反映である。英 were/オ waren（ゴ wēsun)/オ
verloren の r に連なる z [z]＜s [s] の有声化は，直前の母音が無アクセント
だったことが原因である。

元来，ゲルマン語には摩擦音に有声と無声（[z]/[s]，[v]/[f]，[ð]/[㸦]，[ɣ]/[x]）
の対立がなかった。現在でも，英 son⽛息子⽜/ア sonur [s]↔ド Sohn/オ
zoon [z] の語頭子音は [s]/[z] に分かれる。また，北ドイツの都市 Hannover
は標準ドイツ語では⽛ハノーファー⽜（v [f])であるのに対して，地元の低地ド
イツ語や英語では⽛ハノーヴァー⽜（v [v]）の発音になる3。注意を要するの
は，⽛無アクセント音節で摩擦音が有声化する⽜傾向である。英語でも，語頭
の th- は一般語の無声音 [㸦]（thank/think/throw）に対して，弱く発音しやす
い少数の機能語は有声音 [ð]（the/then/though/thus）である。ド ab と同じ
語源の英 off [f]↔of [v] も⽛強↔弱⽜による。天文台で有名な 'Greenwich⽛グ
リニッジ⽜の -ch [dʒ] も弱音節にある。これを歴史言語学的観点から定式化
したのが，デンマークの言語学者ヴェアナー（Karl Adolf Verner 1846～1896）
によるヴェアナーの法則（Vernerʼs law）である。⽛ゴ 'fadar /ð/ 父 /'brōþar
/㸦/ 兄弟↔ギ patḗr（πατήρ)/phrā́tēr（φράτηρ)⽜の対応（⽛'⽜はアクセント）
を⽛ゲルマン語の摩擦音は有アクセント（＝強勢）の場合に有生音の間で有
声化したが，直前の音節が有アクセントの場合には妨げられ，無声音にとど
まった⽜と見抜いたのである4。

そこで，無アクセントのゼロ階梯で語幹母音が消え，語尾にアクセントが
移った⽛過⚑複─過分⽜では，ul＜/Ø＋l̩/，i＜/Ø＋ǐ/のように，音節確保の
手段として流音ソナント /l̩/ が母音 u を産み落とし，半母音 /ǐ/ が母音 i に
姿を変えた。以上がゴ hulpum/古高ド hulfum ─ゴ hulpans/古高ド gi-
holfan（o＜u/__a)，ゴ bitum/古高ド bizum ─ゴ bitans/古高ド gibizan の

3 Han'nover [f] は高地ドイツ語の影響，Hannove'raner [v]⽛ハノーファーの人⽜は本来の
低地ドイツ語の残存であり，ヴェアナーの法則とは無関係である（Kuhn 1964)。

4 散見される誤解として，⽛無声摩擦音は有声音の間で直前の音節にアクセント（＝強勢）
がないときに限って，有声化した⽜という説明には注意を要する（清水 2012: 64)。
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背景である。
ゴ 'fadar /ð/⽛父⽜が示すように，アクセントはヴェアナーの法則がはたら

いた後で，第⚑音節の語幹に強勢（強さアクセント）として固定した。ゲル
マン祖語は⽛可動アクセント＞ヴェアナーの法則＞語頭アクセント⽜と変遷
したと推定されている。つまり，⽛祖語にも歴史がある⽜と言える。これは，
失われた言語の姿を単独の言語の共時的事実に残された痕跡から推定する内
的再建（internal reconstruction）の一例として知られている。

⚓．音節確保の手段から見た強変化動詞 I～VI 系列

(4)①ド helfen/beißen⽛助ける/噛む⽜が属する強変化動詞は，かつては第
I～V 系列に分かれていた。音節確保の手段としての言わば⽛お助け役⽜に応
じた相補分布（complementary distribution）をなして，⚕種類に棲み分けて
いたのである。これに，(4)②ド fahren⽛（乗り物で）行く⽜など，母音 a が
基本の第 VI 系列が加わる。ドイツ語の強変化動詞の数は⽛ゲルマン祖語：
約 700 語＞古高ドイツ語：337 語＞中高ドイツ語：371 語＞新高ドイツ語：
145 語/現代ドイツ語：約 170 語⽜と推移し，かなり少なくなった（Wegera/
Waldenberger/Lemke 20182: 184f., Duden 20098: 450）。それでも，その多く
は基礎語彙に属し，今でも確固たる位置を占めている。現代ドイツ語の強変
化動詞は不規則動詞であり，約 40 通りに変化して，18 パターンにも分かれ
る（Duden 2009⚘: 452f.）。しかし，古くは⚒種類だけで，全部で⚖種類の⽛規
則動詞⽜だったのである。なお，第 VII 系列については後述する。

(5) ①(＝(4)①)第 I 系列(強 Ia，Ib) e＋半母音 /ǐ/
第 II 系列(強 IIa，IIb) e＋半母音 /ǔ/
第 III 系列(強 IIIa，IIIb) e＋{鼻音(m/n)/流音(r/l)}＋子音
第 IV 系列(強 IV) e＋{鼻音(m/n)/流音(r/l)}
第 V 系列(強 V) e＋障害音(＝閉鎖音・摩擦音)

②（＝(3)②)第 VI 系列（強 VI) a
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これは古ゲルマン諸語に共通であり，次のゴート語とドイツ語の例は他の
古語にも応用できる。古語で注記がない母音字は，a/i/i/e/o⽛ア/イ/ウ/エ/
オ⽜，ā/ī/ū/ē/ō⽛アー/イー/ウー/エー/オー⽜とその組み合わせと考ればよ
い。なお，(7)～(13)の表では注記を省略するが，古高ドイツ語から中高ドイ
ツ語にかけては，無強勢音節の母音弱化（e /ə/＜{a/i/u/o}）や -n＜-m の弱化
が起こった（L/M：l̥ /l̩/，r̥ /r̩/，m̥ /m̩/，n̥ /n̩/; C：その他の子音，⽛←⽜/⽛→⽜：
類推の方向)。

次の音韻変化にも注意を要する。（6a)は印欧祖語からゲルマン祖語にかけ
ての変化，（6b)はゲルマン諸語内部での変化である。

（6a) (α）ゲ ＊a＜印欧 ＊a/＊o，ゲ ＊ai＜印欧 ＊ai/＊oi，ゲ ＊au＜印欧 ＊au/＊ou
(β）ゲ ＊ō＜印欧 ＊ā/＊ō
(γ）ゲ ＊ī＜印欧 ＊ei

(6b) (A)前舌化：e/ä＜a/__i（＝i/ī/j）など（i-ウムラウト（第⚑次・第⚒
次），二重母音内部)

(B) 高舌化：i＜e/__i（i-ウムラウト，二重母音内部；ゴート語は無条
件)

(C）高舌化：① i＜e/__u；② o＜a/__u（u-ウムラウト，二重母音内部；
ゴート語は①が無条件に該当)

(D）鼻音結合による高舌化：i＜e/__n＋子音
(E）低舌化（a-ウムラウト，二重母音内部)：o＜u/__a
(F）ゴート語の低舌化：aí /ɛ/＜i/__{h/ƕ(＝hw)/r}，aú /ɔ/＜u/__{h/ƕ

(＝hw)/r}
(G）西および北ゲルマン語：ā＜ē（＝ゲ ＊ē1)5，ただし，古英 æ/古ﾌ

ē＜ē)

ドイツ語から見たゲルマン語（10)
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れについては，5．(13）の第 VII 系列の説明で言及する（注 17 参照)。



(H) 二重母音化：VV＜V̄
(I）単母音化：V̄＜VV
(J）開音節（および閉音節＋r）での長母音化：V̄＜V
(K）子音字交替（h～g，d～t)
(L）音節末の無声化（final devoicing，[p]/[t]/[k]＜[b]/[d]/[ɡ])

⚔．強変化動詞第 I～VI 系列と母音交替

まず，第 I 系列の音節確保の手段は半母音 /ǐ/ であり，ゼロ階梯で語幹母
音が消えた過去複数と過去分詞の母音 i を産み落とした。ド beißen⽛噛む⽜
が属する⽛強 Ia：過⚑単，古高ド ei⽜と，ド gedeihen⽛栄える⽜が属する少
数派の⽛強 Ib：過⚑単，古高ド ē⽜に分かれる。後者は語幹に h/r/w が後続
する場合で，過去単数が単母音化（ē＜ゲ ＊ai）するパターンである。⽛A＜
B⽜は類推によって語幹母音が B から A になったことを示す。

(7) 強 I 不定詞 [現⚓単] 過⚑単 過⚑複 過分
印欧 e＋ǐ o＋ǐ Ø＋ǐ Ø＋ǐ
ゲ īγ [ウムラウト] aiα i i

Ia ゴ beitan /i:/I 噛む [beitiþ /i:/]I bait /ɛ:/I bitum bitans
古高ド bīzanI [bīzit]I beizA bizum gibizan
中高ド bīzen [bīzet] beiz bizen gebizen
ド beißen [aɪ]H [beißt [aɪ]]H biss [ɪ] ＜ bissen [ɪ] gebissen [ɪ]

Ib ゴ þeihan /i:/I栄える6 [þeihiþ /i:/]I þaih /ɛ:/I þaíhum /ɛ/F þaíhans /ɛ/F

古高ド dīhanI [dīhit]I dēhI digumK gidiganK

中高ド dīhen [dīhet] dēch digen gedigen
ド gedeihen [aɪ]H [gedeiht [aɪ]]H gedieh [i:] ＜ gediehen [i:]J gediehen [i:]J

6 文献による例証が困難なゴート語では，便宜的に推定形を挙げざるを得ない場合がある。
この語の活用形はその例である。
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ド beißen⽛噛む⽜の過去形biss [ɪ] (＜bissen [ɪ])─過去分詞 gebissen [ɪ] は，
語幹母音が規則的に短母音 i [ɪ] である。これは ch/f/ss，ß [s]/t と d の直前
で，(6b)(J）の開音節での長母音化が妨げられたことによる。これ以外は長
母音化した（例：ド steigen上る，下る─ stieg [i:] (＜stiegen [i:])̶gestiegen
[i:]＜中高ド stīgen̶[stīget]̶steic̶stigen /i/̶gestigen /i/)。他の系列で
も同様である。

なお，⽛強 I：ゴ beitan↔古/中高ド bīzan/bīzen /s/，ド beißen [s]⽜など
の子音対応は，第⚒次子音推移（高地ドイツ語子音推移）による。以下では
注記を割愛する。

現代ドイツ語には，ド gedeihen [ɡə'daɪən]⽛栄える⽜の接頭辞 ge-を欠く語
形は残っていない。この h は古くは発音した。⽛古高ド過⚑複 digum ─過
分 gidigan⽜の h /h/(＜ゲ ＊x)～g /ɡ/(＜ゲ ＊ʒ）の交替は，有声音間の摩擦
音 h /h/(＜ゲ ＊x）が強勢音節では有声化せず，ゼロ階梯では語幹母音が消
えて語尾に強勢が移り，g /ɡ/(＜ゲ ＊ʒ）に有声化した結果である。ヴェア
ナーの法則によるこの現象を子音字交替（ド grammatischer Wechsel）と言
う。このド grammatisch はギ grámma（γρ αʹμμα）⽛文字⽜の意味なので

（Schweikle 20025: 118)，類書に散見される⽛文法的交替⽜は誤訳である。今
では不定詞/現在形 gedeihen/gedeiht の無音化した h が一般化し（Pfeifer

（Hrsg.) 20047: 408)，かつての g [ɡ] は形容詞化した過去分詞 gediegen⽛堅実
な⽜に残っている。

次に，第 II 系列だが，ここでは半母音 /ǔ/ が音節確保の手段として，ゼロ階
梯の過去複数と過去分詞で母音 u に姿を変えた。⽛強 IIa：過⚑単古高ド ou⽜
のほかに，少数派の⽛強 IIb：過⚑単古高ド ō⽜がある。後者では，語幹末が
h（＜ゲ ＊x）および歯音の場合に，過去単数の語幹母音が単母音化を起こし
た（古高ド ō＜ゲ ＊ou)。
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(8) 強 II 不定詞 ［現⚓単］ 過⚑単 過⚑複 過分
印欧 e＋ǔ o＋ǔ Ø＋ǔ Ø＋ǔ
ゲ eu ［ウムラウト］auα u u

IIa ゴ biuganC曲げる [biugiþ]C baug /ɔ:/I bugum bugans
古高ド biogan7 [biugit]C bougC bugum giboganE

中高ド biegen8 [biuget /y:/]I boucL bugen gebogen
ド biegen [i:]I ＞ [biegt [i:]]L bog [o:]L ＜ bogen [o:] ＜ gebogen [o:]J

IIbゴ tiuhanC 引く [tiuhiþ]C tauh /ɔ:/I taúhum /ɔ/F taúhans /ɔ/F

古高ド ziohan9 [ziuhit]C zōhI zugumK gizoganEK

中高ド ziehen10 [ziuhet /y:/]I zōch zugen gezogen
ド ziehen [i:]I ＞ [zieht [i:]] zog [o:]L ＜ zogen [o:] ＜ gezogen [o:]J

現代ドイツ語では，現在形の語幹母音はド biegt/zieht [i:]＜中高ド biu-
get/ziuhet /y:/のように，その他の現在形に見られる ie [i:] に統一された。過
去形には過去分詞の o [o:] が広がっている（ド過⚑単 bog/zog [o:]＜過⚑複
bogen/zogen [o:]＜過分 gebogen/gezogen [o:])。ただし，ch/f/ss，ß [s] の直
前では，強 Ia: beißen⽛噛む⽜と同じく短母音のままである（ド fließen流れ
る─ floss/flossen [ɔ]̶geflossen [ɔ]，riechen 臭う─ roch/rochen [ɔ]̶gero-
chen [ɔ])。

ド ziehen ['tsi:ən]⽛引く⽜の h も，ド gedeihen [ɡə'daɪən]⽛栄える⽜と同じ
く，古くは発音した。派生名詞のド Zucht [zʊxt]⽛規律⽜がその証拠である。
類例には，強 V：sehen ['ze:ən]⽛見る⽜（Sicht [zɪçt] 眺め)，強 V：geschehen

7 古高ド biogan の語幹母音 io は，o＜u/__a（低舌化）による eo＜euに続く i＜e/__o（高
舌化）による io＜eo の結果である。（IIb）の古高ド ziohan も同様。

8 中高ド biegen の語幹母音 ie（二重母音）は，e＜o/i__（同化）による ie＜ioの結果であ
る。(IIb）の中高ド ziehen も同様。

9 古高ド ziohan の語幹母音 io は，o＜u/__a（低舌化）による eo＜euに続く i＜e/__o（高
舌化）による io＜eo の結果である。(IIa）の古高ド biogan も同様。

10 中高ド ziehen の語幹母音 ie（二重母音）は，e＜o/i__（同化）による ie＜ioの結果であ
る。(IIa）の中高ド biegen も同様。
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[ɡə'ʃe:ən]⽛起る⽜（Geschichte [ɡə'ʃɪçtə] 歴史）などがある。ド過⚑複 zogen
['tso:ɡən]─過分 gezogen [ɡə'tso:ɡən] の g に残る h～g の交替は，ヴェアナー
の法則による子音字交替による。ド Züge ['tsy:ɡə]⽛列車（複数形)⽜（←Zug
[tsu:k]）の g もその反映である。

このほかにも，第 II 系列には少数の語幹母音が特殊な語が含まれている
（ド saugen 吸う（＜古高ド sūgan)̶sog̶gesogen，ド lügen うそをつく
（＜古高ド liogan)̶log̶gelogen，ド wiegen重さを量る（＜wägen吟味す
る（＜古高ド wegan 強 V)̶wog̶gewogen)。

これに続く第 III 系列では，⽛鳴音 m/n/l/r＋子音⽜の連続で鳴音がソナン
ト（m̥ /m̩/，n̥ /n̩/，l̥ /l̩/，r̥ /r̩/）として音節を確保し，ゼロ階梯の過去複
数と過去分詞で母音 u を産み落とした。

(9) 強 III 不定詞 ［現⚓単］ 過⚑単 過⚑複 過分
印欧 e＋L/M＋C o＋M/L＋C Ø＋M/L＋C Ø＋M/L＋C
ゲ e＋L/M＋C [ウムラウト] aα＋M/L＋C u＋M/L＋C u＋M/L＋C

IIIa ゴ bindanB 結ぶ [bindiþ]B band bundum bundans
古高ド bintanD11 [bintit]D bant buntum gibuntan
中高ド binden12 [bindet] bantL bunden gebunden
ド binden [ɪ] [bindet [ɪ]] band [a]L＞ banden [a] gebunden [ʊ]

IIIb ゴ hilpanB 助ける [hilpiþ]B halp hulpum hulpans
古高ド helfan [hilfit]B half hulfum giholfanE

中高ド helfen [hilfet] half hulfen geholfen
ド helfen [ɛ] [hilft [ɪ]] half [a] ＞ halfen [a] geholfen [ɔ]

この第 III 系列は，鼻音結合（ド Nasalverbindung）による⽛強 IIIa：鼻音
m/n＋子音（不定詞・現⚓単 i＜e)，ド binden＜ゲ ＊b‒ enđanan⽜と，流音結

11 古高ド bintan の子音 t は第⚒次子音推移（t＜d，ゴ bindan）による。他の活用形も同様。
12 中高ド binden の子音 d は軟音化（nd＜nt，古高ド bintan）による。他の活用形も同様。
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合（ド Liquidverbindung）による⽛強 IIIb：流音 l/r＋子音⽜に分かれる。
後者では，ド schmelzen⽛溶ける⽜─[schmilzt]̶schmolz＜geschmolzen の
ように，過去分詞 o [ɔ] との類推や子音 l の影響から，過去形が a [a] の代わ
りに o [ɔ] を示す例がある（Tiesema 1969⚒: 51f.)。なお，第 III 系列に属する
ド werden⽛～になる⽜の過去形wurdeは，古形の ward に過去複数の母音
u と弱変化の -de への類推がはたらいた例外的な語形である。

子音字の重複に注意されたい。ド schwimmen ['ʃvɪmən]⽛泳ぐ⽜の短子音
mm [m] は，中高ド swimmen までは⚒モーラの長子音（/m/＋/m/）だった。
したがって，これは鼻音結合（i＜e/__mm，高舌化）による第 III 系列の例で
ある。過去分詞 geschwommen の o [ɔ] は中高ドイツ語（geswummen）以降，
中部ドイツ語で起こった低舌化（o＜u/__{m/n}）の結果である（ド Mönch
修道士↔München ミュンヒェン，(2)の説明参照)。一方，ド kommen
['kɔmən]⽛来る⽜(kam [a:]̶gekommen [ɔ]）の mm [m] は短母音 o [ɔ] を明示
する正書法の工夫による。⽛中高ド komen＜古高ド kuman＜queman⽜が示
すように，以前は⚑モーラの短子音 m だったので，この語は第 IV 系列に属
する。なお，ド kommen（＜古高ド kuman）の語幹母音 o は，a-ウムラウト

（o＜u/__a）による低舌化で現在形に広まった。古高ド queman については，
ド bequem⽛快適な⽜，オ kwam（ド kam 過去単数）参照。

次に，第 IV 系列は鳴音 m/n，l/r だけで後続子音を欠くグループである。

(10) 強 IV 不定詞 ［現⚓単］ 過⚑単 過⚑複 過分
印欧 e＋L/M o＋L/M Ø＋L/M Ø＋L/M
ゲ e＋L/M ［ウムラウト] aα＋L/M ē（≠ Ø)＋L/M u＋L/M
ゴ nimanB 取る [nimiþ]B nam nēmum numans
古高ド neman [nimit]B nam nāmumG ginomanE

中高ド neman [nimet] nam nāmen genomen
ド nehmen [e:]J [nimmt [ɪ]] nahm [a:] ＜ nahmen [a:] genommen [ɔ]

⽛過⚑複ゴ nēmum↔古高ド nāmum⽜に注目されたい。ゲ ＊e（＞ゴ i）の
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延長階梯であるゴ ē（＜ゲ ＊ē⚑ /ɛ:/，(6b)(G)の注⚕参照）は，古高ド ā に対
応する。この ā は西ゲルマン語（古ザ nāmum←niman/neman）と北ゲルマ
ン語（古ﾉ námum /a:/←nema）に共通である。それにしても，過去複数は過
去分詞と同じく母音が消えたゼロ階梯なので，鼻音ソナントが産み落とした
母音 u のはずなのに，どうして延長階梯 ē/ā が出ているのだろうか。これは
難問であり，第 VI 系列の延長階梯（ゴ fōrum）との類推など，諸説がある。

過去単数形には過去複数形の長母音 ah [a:] が広がった（ド 過⚑単 nahm
[a:]＜過⚑複 nahmen [a:])。次の第 V 系列でも同様である（ド 過⚑単 gab
[a:]＜過⚑複 gaben [a:]←geben 与える)。一方，オランダ語はこれを免れて
いる（オ過⚑単 nam [ɑ]↔過⚑複 namen [aˑ]，過⚑単 gaf [ɑ]↔過⚑複 gaven
[aˑ]←geven)。

h の文字に再び着目しよう。ド nehmen ['ne:mən] の h は正書法上の e の
長母音記号であり，本来，音価としては存在しなかった。fahren ['fa:ʁən]（強
VI）でも同様である。これは，以前は発音した ziehen⽛引く⽜(強 IIb）など
の文字 h を長母音記号として転用したことによる。

流音 l/r を含む語には，不定詞・現在形と過去分詞が（6b)(J）の開音節で
の長母音化を経た例もある（ド stehlen [e:] 盗む─[stiehlt [i:]]̶stahl [a:]（＜
stahlen [a:])̶gestohlen [o:]＜古高ド stelan̶stilit̶stal̶stālum̶gistolan)。
この系列には，⽛流音 l/r＋語幹母音⽜という変則的なタイプも含まれるが，
ここでは長母音化しない（ド sprechen [ɛ] 話す─[spricht [ɪ]]̶sprach [a:]（＜
sprachen [a:])̶gesprochen [ɔ])。類例：ド brechen⽛割れる，割る⽜，treffen

⽛当たる，当てる⽜。
第 IV 系列の母音交替は過去分詞（ド 強 IV o [ɔ]↔強 V e [e:]）を除いて，

(11)の第 V 系列と似ており，そこから転じた語が目立つ（ド stechen [ɛ] 刺
す─ stach [a:]̶gestochen [ɔ])。過去分詞の語幹母音が過去形に入った例も
共通している（ド 過去 o [ɔ]＜過分 o [ɔ]: fechten（剣で）戦う─ focht＜ge-
fochten（強 V に由来，類例：flechten編む，löschen消火する）；過去o [o:]＜
過分 o [o:] : scheren（毛を）刈る─ schor＜geschoren（類例：gären発酵する，
schwören誓う)。なお，ド löschen⽛(火を）消す⽜/schwören⽛誓う⽜(＜中高
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ド leschen/swern）の ö（＜中高ド e）は，中高ドイツ語以降に起こった円唇
化の結果である。

さて，⽛語幹母音＋障害音（obstruent)⽜の第 V 系列にも大きな問題がある。

(11) 強 V 不定詞 ［現⚓単］ 過⚑単 過⚑複 過分
印欧 e＋C o＋C Ø＋C Ø＋C
ゲ e＋C ［ウムラウト] aα＋C ē（≠ Ø）＋C e（≠ Ø)＋C
ゴ gibanB 与える [gibiþ] gaf gēbum gibansB

古高ド geban [gibit]B gab gābumG gigeban
中高ド geben [gibet] gapL gāben gegeben
ド geben [e:]J [gibt [i:]]JL gab [a:]L ＜ gaben [a:] gegeben [e:]J

母音とは程遠い障害音（閉鎖音・摩擦音）は，母音確保の手段になれず，
ゼロ階梯の無強勢音節で消えた母音を代行できないはずである。それなの
に，ゼロ階梯のはずの過去複数（ゴ gēbum/古高ド gābum）と過去分詞（ゴ
gibans/古高ド gigeban）には，延長階梯（ゴ ē/古高ド ā＜ゲ ＊ē⚑ /ɛ:/）と e
階梯（ゴ i（＜e)/古高ド e）が現れている。この意外な事実には，第 IV 系列
と似て，第 VI 系列の ō と a に対応する ē と e を類推で拝借したなど，諸説
がある（Fulk 2018: 290)13。

ド geben⽛与える⽜と違って，ss [s] の前では（6b)(J）の開音節での長母
音化は起こらなかった（ド messen [ɛ] 測る─[misst [ɪ]]̶maß [a:]（←maßen
[a:])̶gemessen [ɛ])。強 Ia の過分 gebissen [ɪ]←beißen⽛噛む⽜もそうであ
る。類例：essen⽛食べる⽜(過分 ge-g-essen の -g- の挿入に注意)，fressen

⽛むさぼる⽜(＜中高ド v(e)rezzen←ver-＋ezzen)，vergessen⽛忘れる⽜。
少数派ながら，ド sitzen ['zɪtsən]⽛すわっている⽜─ saß [a:]（←saßen [a:])̶

gesessen [ɛ] も 見 逃 せ な い。古 高 ド sizzen（＜ゲ ＊setjanan)̶[sizzit]̶
saz̶sāzum̶gisezzan と同じく，不定詞と現在形の語幹母音が e の代わり

13 第 IV 系列の過去複数を含めたオリジナルな新説については，田中（2017）参照。
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に i となっている。j-現在動詞(ド j-Präsens）と呼ばれるもので，かつての j
が e の高舌化（i＜e/__j）と -an の高舌化（-en＜-an/j__）を引き起こし，⽛古高
ド zz＜西ゲ ＊tt＜ゲ ＊t/__j⽜という西ゲルマン語子音重複(ド Westgermanic
consonant gemination）も誘発した。j を欠いていた過去形と過去分詞は，こ
の変化とは無縁である。一方，北ゲルマン語では，古ﾉ sitja̶[sitr]̶sat̶
sátum /a:/̶setinn のように，不定詞と現在形の語幹母音 i は共通だが，子音
重複は不在である。ラ cap-i-ō/ven-i-ō⽛私はつかむ/来る⽜に見られるように，
古い印欧語には，現在形で語幹形成要素の前に派生接尾辞（ゲ ＊j＜印欧 ＊ǐ）
を持つ動詞があり，ゲルマン語の j-現在動詞はその仲間である。類例：ド
bitten⽛頼む⽜（＜古高ド bitten/ゴ bidjan），ド liegen⽛横たわっている⽜（＜
古高ド lig(g)en/古ザ liggian）。

なお，古高ド liggen/(ligen)̶dū̌ ligis(t)̶er ligit）の現在 2/3 人称単数は，
j が i の前で早期に脱落した結果，弱変化 jan-動詞（古高ド zellen 数える─
dū̌ zelis(t)/er zelit）と同じく，単子音 g を示す。その後，ド liegen [i:]（＜中
高ド ligen)̶du liegst/er liegt [i:] では不定詞にも及び，長母音化した。古高
ド sizzen（zz＝tz）は不定詞との類推で現在 2/3 人称単数も長子音を示し（古
高ド dū̌ sizzis (t)̶er sizzit)，今でも短母音 i [ɪ] である（ド sitzen [ɪ]̶du
sitzt/er sitzt [ɪ]，Tiesema 19692: 54, Braune/Reiffenstein 200415: 285)。

最後は，母音 a を基本とする第 VI 系列である。(4)に図示したように，第
I～V 系列とは異なって，過去単数・複数が延長階梯による長母音（古高ドイ
ツ語と中高ドイツ語では二重母音化）を示す母音交替が特徴である。

(12) 強 VI 不定詞 ［現⚓単］ 過⚑単 過⚑複 過分
印欧 a/o ā/ō ā/ō a/o
ゲ aα ［ウムラウト] ōβ ōβ aα

ゴ faran 行く [fariþ] fōr fōrum farans
古高ド faran [ferit]A fuorH fuorumH gifaran
中高ド varn [vert] vuor vuoren gevarn
ド fahren [a:]J [fährt [ɛ:]]J fuhr [u:]I fuhren [u:]I gefahren [a:]J
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⚕．強変化動詞第VII 系列─重複動詞と新しい母音交替

ほかにも母音交替を示す第 VII 系列がある。これは北および西ゲルマン語
に限られており，推定で 200～500 年に成立したとされる新しい母音交替で
ある。語幹の第⚑音節またはその一部を重複（reduplication）によって語頭
に付加し，完了形（perfect）を導いた印欧祖語の重複動詞（reduplicating verb）
の代用として発達した。印欧祖語の完了形はゲルマン語では過去形として受
け継がれている。たとえば，ラ cucurrī/ギ gégrapha（γέγραφα）⽛私は走っ
た/書いた⽜(←currō/ギ gráphō（γράφω）私は走る/書く）に見られるラ cu-
/ギ gé（γέ-）が重複接頭辞である。東ゲルマン語のゴート語には，重複によ
る過去形がある程度，残っている。たとえば，ゴ haíhait/haíhlaup⽛私は称
した/走った・歩いた⽜は haitan/hlaupan⽛称する/走る，歩く⽜の過去形であ
り，haí- /hɛ/ が重複接頭辞にあたる。後者では，語幹の第⚑音節 hlau- の子
音 hl- で最初の h- が重複の対象になっている。

(13) 強 VII 不定詞 ［現⚓単］ 過⚑単 過⚑複 過分
VIIa ゴ haitan/ɛ:/I 称する14 [haitiþ/ɛ:/I] haíhait/ɛ:/I haíhaitum/ɛ:/I haitans/ɛ:/I

古高ド heizan [heizit] hiaz hiazum giheizan
中高ド heizen [heizet] hiez hiezen geheizen
ド heißen [aɪ] [heißt [aɪ]] hieß [i:]I hießen [i:]I geheißen [aɪ]

VIIb ゴ hlaupan/ɔ:/I15 [hlaupiþ/ɔ:/I] haíhlaup/ɔ:/I haíhlaupum/ɔ:/I hlaupans/ɔ:/I

古高ド loufan 走る，歩く [loufit] liof liofum giloufan
中高ド loufen [loufet/löufet]A lief liefen geloufen
ド laufen [aʊ]16 [läuft [ɔʏ]]16 lief [i:]I liefen [i:]I gelaufen [aʊ]16

14 言語によって⽛呼ぶ，呼ばれる，命令する⽜などの意味になる。
15 ゴート語（us-hlaupan 跳び上がる）の変化形は推定形である（Fulk 2018: 266)。
16 ド laufen/gelaufen ＜中高ド loufen/geloufen，ド läuft ＜中高ド löufet は二重母音内
部の低舌化による。
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ゴ haitan/hlaupan では重複成分 haí- /hɛ/ が過去形をマークし，語幹母音
ai /ɛ:/ はそのままで，母音交替していない。一方，ゴート語には⽛重複＋母
音交替⽜を示す例もある（ゴ laitan /ɛ:/ ～させる（ド lassen)─ laí lōt/laí-
lōtum /o:/ ̶laitans /ɛ:/；saian /ɛ:/ 種をまく（ド säen)─ saísō/saísōum /o:
/ ̶saians /ɛ:/ )。ここでは，⽛重複＋母音交替⽜という過去形の表示が余剰
的であり，重複が最初に失われたと考えられている（Speyer 2007: 80)。

ドイツ語では重複の消失を補って，過去形の語幹母音は単複共通の ie [i:]
という母音交替を示すようになった。古高ドイツ語では，強 VIIa の ia（＜
ゲ ＊ē⚒ /e:/17）と強 VIIb の io（＜ゲ ＊eu）の⚒グループに分かれ，中高ドイ
ツ語で ie /iə/ に統一されて，現在に至っている。過去分詞の語幹母音は重複
とは無縁であり，母音交替しなかったので，不定詞・現在形と同一である。
不定詞と現在形の語幹母音は雑多だが，強 VIIa では前舌母音（ド ei [aɪ]/a
[a:]/a [a]（＋l/n＋C)＜古高ド ei/ā/a（＋l/n＋C))，強 VIIb では後舌母音（ド
au [aʊ]/u [u:]/o [o:]＜古高ド ou/uo/ō）が語幹母音の目印になる18。

(14) 強 VIIa ド heißen [aɪ]（＜古高ド heizan)称する─[heißt]̶ hieß̶geheißen
＞Geheiß 命令
schlafen [a:]（＜古高ド slāfan）眠る─[schläft]̶schlief̶
geschlafen ＞Schlaf 睡眠
halten [a]（＜古高ド haltan）保つ─[hält]̶hielt̶gehalten
＞Halt 保持

強 VIIb ド laufen [aʊ]（＜古高ド loufan）歩く─[läuft]̶lief̶gelaufen
＞Lauf 歩き
rufen [u:]（＜古高ド ruofan）呼ぶ─[ruft]̶rief̶gerufen
＞Ruf 呼び声

17 (6b)(G）の注⚕で述べたように，ゲルマン祖語には ＊ē1 /ɛ:/(広い⽛エー⽜）があり，ゴ ē
に対して，語では保たれ，北および西ゲルマン語では ā になった。これとは別に，/e:/
(狭い⽛エー⽜）を表す起源が不明なゲ ＊ē2 がある。

18 この点をめぐる難解な諸説の説明については Fulk（2018: 266-270）参照。
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stoßen [o:]（＜古高ド stōzan）突く─[stößt]̶stieß̶gestoßen
＞Stoß 突き

対応する名詞の語幹母音に注目されたい。第 VII 系列の強変化動詞では，
不定詞・現在形の語幹母音が派生名詞と同一である。他の系列の母音交替は，

（15）のように語形成でも起こったが，本来，母音交替しなかった第 VII 系列
の強変化動詞では，派生名詞でも語幹母音は変わらないのである。

(15) ド beißen 噛む（強 Ib)＞Biss 噛み（傷)
biegen 曲げる（強 IIa)＞Bogen 弓
binden 結ぶ（強 IIIa)＞Band リボン，巻 Bund 同盟
nehmen 取る（強 IV)＞Annahme 受領
geben 与える（強 V)＞Gabe 贈り物
fahren（乗り物で）行く（強 VI)＞Fuhre 積み荷，運送

重複動詞の残存は，北および西ゲルマン語の古語にも少数の例に見られる。

(16) 古ﾉ rera←róa 漕ぐ（英 row)
sera（r＜＊z＜＊s)←sá 種をまく（ド säen)

古英 heht←hātan 称する（ド heißen)
leolc←lācan 飛ぶ

なかでもその代表例は，英 did←do（＜古英 dyde←dōn)/ド tat←tun（＜
古高ド teta←tuon）だろう。この両語の語末子音 -d/-t は語尾 -ed/-te では
なく，本来の語幹である（英 -d＜古英 -de←dō-；ド -t＜古高ド -ta←tuo-)。
語頭の di-（＜古英 dy-)/ta-（＜古高ド te-）は，語幹do（＜古英 dō-)/tu-（＜
古高ド tuo-）を重複して語頭に付加したなごりなのである。
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⚖．話法の助動詞あるいは過去現在動詞

現代ゲルマン諸語に共通して，風変わりな活用で目を引く動詞の語類に話
法の助動詞(法助動詞 modal verb）がある。英 he can は⚓単現で -s がつか
ず，ド er kann（↔er hilft彼は助ける）も -t を欠いている。ドイツ語には，
語形変化から見た場合の類例として，次の⚖つの話法の助動詞と wissen

⽛知っている⽜が認められる。中高ドイツ語を交えて現在形を挙げてみよう。

(17) ド können⽛～できる⽜，dürfen⽛～してよい⽜，müssen⽛～する必要が
ある⽜，sollen⽛～するべきだ⽜，wollen⽛～したい⽜（後述するよう
に，希求法に由来），mögen⽛～を好む⽜/möchte⽛～したいのだが⽜；
wissen 知っている

(18) ド können ～できる＜中高ド kunnen↔ド helfen 助ける＜中高ド helfen
ich kann-Ø＜kan-Ø du kannst＜kanst er kann-Ø＜kan-Ø
↔ich half-Ø＜half-Ø du halfst＜hülfe sie half-Ø＜half-Ø
wir können＜kunnen ihr könnt＜kunnet sie können＜kunnen
↔wir halfen＜hulfen


ihr halft＜hulfet


sie halfen＜hulfen


(19) ド wissen 知っている＜中高ド wizzen↔ド beißen 噛む＜中高ド bīzen
ich weiß-Ø＜weiz-Ø du weißt（←-st)

＜weist（←weiz-st)
er weiß-Ø＜weiz-Ø

↔ich biss-Ø＜beiz-Ø du bissest＜bize sie biss-Ø＜beiz-Ø
wir wissen＜wizzen ihr wisst＜wizzet sie wissen＜wizzen
↔wir bissen＜bizen ihr bisst＜bizet sie bissen＜bizen

強変化動詞 helfen⽛助ける⽜(強 IIIb）と beißen⽛噛む⽜(強 Ia）の過去形
を並べたのは，können と wissen の現在形とよく似ているからである。まず
第⚑に，語尾がほぼ同じである。中高ドイツ語⚒人称単数（kannst/weist↔
hülfe/bize）は異なるが，下線つきの後者は西ゲルマン語の古い特徴であり，
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現代語（halfst/bissest）では他の過去形との類推によって同形になった。
第⚒に，語幹母音が中高ドイツ語で単数の a-階梯（kan-～half-，weiz-～

beiz-）と複数のゼロ階梯（kunn-～hulf-，wizz-～biz-）に対応する。語形変化
の点で保守的な過去現在動詞と違って，強変化動詞は類推によって波線


つき

の過去複数 biss-と過去単数 half


-に語幹母音を統一した。ド können（＜中高
ド kunnen）の ö（＜中高ド u）は第⚒次ウムラウトではなく，接続法過去（＝
II 式）または弱変化 jan-動詞の影響と言われる（ド brennen燃やす（e＝ä，
a の i- ウムラウト)─過⚑単 brannte～können̶konnte（＜ 中高ド kunde/
konde)，Tiesema 19692: 61)。

そして第⚓に，ich kann̶ich halfは鼻音結合⽛n＋n⽜と流音結合⽛l＋f⽜
による強変化動詞の第 III 系列に対応する。同様に，ド ich weiß̶wir wis-
sen と中高ド ich beiz̶wir bissen は，音節確保の手段としてのかつての半
母音 ǐ（＞i）を伴う第 I 系列（強 Ia）に対応する。他の過去現在動詞も第
I～VI 系列に収まることが理解されるだろう。

(20) ド 強 Ia： weiß̶wissen 知っている↔beißen 噛む─ bisssen
強 IIIa：kann̶können ～できる(＜中高ド kunnen，オ kunnen)

↔band̶banden（＜中高ド bunden)←binden 結ぶ
強 IIIb：darf̶dürfen ～してもよい(＜中高ド durfen)

↔half̶halfen（＜中高ド hulfen)←helfen 助ける
強 IV： soll̶sollen ～するべきだ(＜中高ド sal̶suln，オ zal̶

zullen)
↔nahm̶nahmen（＜中高ド nam̶nāmen（≠ゲ ＊um＜

＊m̥ /m̩/))←nehmen 取る
強 V： mag̶mögen ～を好む(＜中高ド mugen，オ mogen)

↔gab̶gaben（＜中高ド gap̶gāben(≠ゲ ＊um＜＊m̥
/m̩/))←geben 与える

強 VI： muss̶müssen ～でなければならない(＜中高ド muoz̶
müezen，オ moet [uˑ]̶moeten [uˑ])
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↔fuhr̶fuhren（＜中高ド vuor̶vuoren，オ voer [u:]̶
voer [u:])←fahren(乗り物で)行く

つまり，⽛意味は現在⽜だが，⽛語形は過去⽜なのである。これは，一部の
強変化動詞の過去形を意味に合わせて，現在形に転用した結果である。そこ
で，過去現在動詞（preterite-present verb）と言う。たとえば，ド ich weiß

⽛私は知っている⽜(←wissen）に対応するギ oĩda（οἰ̂δα）は完了形（perfect）
であり，ラ vīdī⽛私は見た⽜も同じく videō⽛私は見る⽜の完了形である。つ
まり，⽛見たので，その結果として知っている⽜というわけである。印欧語の
完了形（＞ゲルマン語の過去形）は⽛過去の動作の結果としての現在の状態⽜
を表した。ド können⽛～できる⽜も形容詞化した過去分詞 kund⽛知られた⽜
が示すように，⽛知った，わかった⽜から⽛できる⽜の意味になった。一方，
ド kennen⽛知っている⽜は使役の意味の jan-動詞（ゴ kannjan 知らせる）
だった。今でもアイスランド語では，kenna⽛教える⽜(ア kennari 教師↔ド
Kenner識者）という意味である。ド sollen⽛～するべきだ⽜と schuld⽛責任
がある⽜の関係も同様である。そこで，過去現在動詞では，過去形はゲルマ
ン語の発明である歯音接尾辞をつけて，弱変化の wusste/konnteとした。過
去分詞や不定詞も後代に派生したのである。ただし，英語の must のように，
さらにその過去形（⚑人称単数：古英 mōste↔現在形mōt）を現在形に転用
した例もある。

なお，厳密には，ド wollen⽛～したい⽜の現在形は接続法過去形（＝II 式）
に由来する。ゴ wiljan⽛同左⽜の語形は希求法（optative，ドイツ語の接続
法）の過去形に限られる。möchte⽛～したいのだが⽜(mögen⽛～を好む⽜の
接続法 II 式）と似ていると言えよう。

過去現在動詞は語形変化の点では保守的であり，古い語形のなごりを留め
ることがある。まず，強変化第 IV/V 系列の過去複数にあたる語形では，語
幹母音が延長階梯（ド a [a:]＜古高ド ā）に鞍替えする前のゼロ階梯（ド
o/ö＜中高ド u）を保っている（強 IV：ド wir sollen＜中高ド wir suln，強
V：ド wir mögen＜中高ド wir mugen)。また，ドイツ語の⚒人称単数過去
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形の語尾は，ド -st（du halfst←helfen助ける中高ド -e（du hülfe)＜古高ド
-i（dū̌ hulfi)）だが，du darfst（←durfen～してもよい）は中高ドイツ語では
du darft だった。darfst は 15 世紀に登場した新しい類推形である

（Schweikle 20025: 187)。この古い語尾 -t は完了語尾(ド Perfektendung）と
呼ばれる（Gerdes/Spellerberg 19866: 46, 54)。ド du magst/solst（←mö-
gen/sollen)＜中高ド du maht/soltなどの変化も同様である。19 世紀の詩人
メーリケ（Eduard Mörike 1804～1875）の⽝祈り⽞(ド Gebet 1848）には，du
willstの代わりに，duwiltという古形が使われている（quillt←quellen⽛湧き
出る⽜との脚韻に注意)。

(21) ド Herr！schicke, was du willt, / Ein Liebes oder Leides; / Ich bin
vergnügt, dass beides / Aus deinen Händen quillt. 主よ！ お望み
のものをお恵みください / 快いもの，あるいはつらいものを / 私
はどちらでも満足です / あなたの御手から涌き出るものならば

⚗．話法の助動詞の用法と⽛語場⽜

最後に，共時的な観点から現代ドイツ語を中心に話法の助動詞の用法に触
れておこう。英語の話法の助動詞には不定詞と過去分詞がなく(22)(23)，現在
分詞(＊be canning)も許されない。つまり，生粋の助動詞範疇を形成している。
(24)のように，いわば常に⽛付き人⽜としての不定詞を従えるのも，⽛関取⽜の面
目と言えよう。一方，ドイツ語の話法の助動詞は不定詞・分詞の語形を備えて
おり，普通の動詞に近く⽛庶民的⽜である。ただし，不定詞を従えると，過
去分詞に語形を変えず，不定詞のままである（(23)代替不定詞，ド Ersatz-
infinitiv)。また，不定詞も意味的に復元できれば省略できる(24)。ただし，
(25)のように，他動詞目的語の zu-不定詞は普通は省略できない。一方，西
フリジア語では可能である（清水 2006: 703-711, Hoekstra 1997: 127-155)19。

19 ドイツ語にもzu-不定詞の省略例は，前後関係から明確な場合には散見される：„Ei, lustiger
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(22) ド Ich hoffe, wieder kommen zu können.
↔英 ＊I hope to can come again. 私はまた来られることを望んでいます

(23) ド Er hat immer arbeiten {müssen/＊gemusst}.
↔英 ＊He has always must work. 彼はいつも働かなければならな

かった
(24) ド Du solltest jetzt nach Hause {gehen/Ø}.

↔英 You should {go/＊Ø} home now. 君は今，家に帰るべきだ
(25) ド Ich habe vor, nach Friesland {zu gehen/＊Ø}.

↔西ﾌ Ik bin fan doel om nei Fryslân ta {te gean/Ø}. 私はフリースラ
ントに行くつもりです（fan doel wêze om＋te-不定詞句 ～する
つもりだ)

(26)に注目されたい。ド müssen は⽛～にちがいない⽜の意味では，英語
must と同様に完了形にできない。不定詞も不可である（ド ＊bestimmt
krank sein zu müssen きっと病気にちがいないこと)。ここでは，ドイツ語
の話法の助動詞も普通の動詞から一線を画している。

(26) ド Sie hat bestimmt krank sein {＊müssen/＊gemusst}.
↔英 ＊She has certainly must be sick. 彼女はきっと病気にちがいな

かった

じつは，話法の助動詞には，(17)に挙げた個別的意味以外に，現実度（ド
Realitätsgrad）に応じた推量の意味が共通している。現在形の語形でまとめ
てみよう（現実度の⽛高＞低⽜の順)。

Gesell, Er weiß ja recht hübsche Lieder zu singen.“̶„Ew. Gnaden aufzuwarten, wüßt
ich noch viel schönereØ (= zu singen).“⽛あら，陽気なお兄さん，あなたずいぶん歌がお
上手ね⽜─⽛奥方様の御心にかなうべく，もっとすてきな歌もご披露できますが⽜
(Eichendorff: Aus dem Leben eines Taugenichts 1826)。
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(27) ド muss ～にちがいない
＞dürfte ～だろう（dürfen の接続法 II 式)
＞mag ～かもしれない（譲歩の意味などを含む) / kann ～かもし

れない
soll ～という噂だ（主語以外の主張，証拠性（evidentiality)) /
will ～と主張している（主語の主張)20

＞kann nicht ～であるはずがない（kann を否定)

(17)に挙げた個別的意味を表わす用法を話法の助動詞の客観的用法（ド
objektiver Gebrauch)，(27)に共通する推量の意味を表わす用法を主観的用
法（ド subjektiver Gebrauch）と言う。前者は義務的モダリティー（deontic
modality 義務・許可）と動的モダリティー（dynamic modality 意志・可能な
ど)，後者は認識様態的モダリティー（epistemic modality）の名称でも知ら
れている。

話法（モダリティーmodality）とは，伝える中身である命題（proposition）
に話者が加える主観的感情・評価という⽛色づけ⽜である。動詞の活用で表
示されるムード（法mood)，つまり，直説法，接続法（＝英語の仮定法)，命
令法は定形（finite form）の屈折範疇である。一方，話法の助動詞は話法の重
要な語彙的表現手段で，定形に限られる主観的用法ではその度合いが強いの
である。ちなみに，(27)の推量の意味を現実度の高低に応じて幅広く覆うの
は，wird（←werden）である。辞書などでは便宜的に⽛～だろう⽜という訳
語を与えているのが普通だが，共起する副詞や話者の意図に応じて，⽛～にち
がいない⽜から⽛～かもしれない⽜まで幅広い意味を担うことができる。さ
らに，現在形によるド Erwird kommen.⽛彼は来るだろう⽜に対して，＊Er
{wurde kommen}/{hat kommen werden/(ge)worden}. とは言えず，＊kom-
men zu werdenも不可である。wird（および接続法 II 式 würde）は定形の

20 ド Er will dich gestern gesehen haben. 彼は昨日，君を見かけたと主張している
（Klappenbach/Steinitz (Hrsg.) 19782: 4390)。
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みで用いる最も⽛話法的⽜な助動詞と言えるだろう。
話法の助動詞の個別的意味を反映した客観的用法も，構造的に把握するこ

とができる。この点に関しては，Bech（1949: 38）を始めとして，Hentschel/
Weyd（20134: 70)，Schanen/Confais（1989: 251）など，定式化の試みがいく
つかなされている。ここでは，拙稿（Shimizu 1999）による分析を挙げておく。

(28) ド

動作を引き起こす要因の根源：
主語(動作主)：意志・願望 主語以外：義務・必然

［積極的］
因果関係 第⚓者の関与

wollen
～したい

müssen
～しなければならない

sollen
～するべきだ

［消極的］ möchte/mögen
～したいのだが/～を好む

können
～できる

dürfen
～してよい

wollen̶möchte/mögen では⽛動作を引き起こす要因の根源⽜が⽛主語（動
作主)⽜による⽛意志・願望⽜であり，残る⚔者の müssen̶könnenと sollen̶
dürfen では⽛主語以外⽜による⽛義務・必然⽜である。後者の⚒者 müssen̶
können は事柄間の⽛因果関係⽜，残りの⚒者 sollen̶dürfen は⽛第⚓者の関
与⽜の指標でまとめられる。この合計⚓組のペアは，それぞれ前半が⽛積極
的⽜，後半が⽛消極的⽜な度合いを表す。

古語の過去現在動詞は今よりもやや数が多く，英 dare（He dare not
criticize her.）と同語源の中高ド turren⽛あえて～する⽜はその一例である。
現代語に残ったドイツ語の話法の助動詞は，形態的特徴に加えて，意味的に
も緊密な棲み分けをなす語場(ド Wortfeld）を形成しているのである。

ただし，この棲み分けは完璧というわけではない。たとえば，ド müssen
⽛～しなければならない⽜の否定nicht müssen は，müssen を否定する⽛不要⽜
（[～しなければならない（müssen)] ことはない（nicht)）か，否定しない⽛禁
止⽜([～しない（nicht)] のでなければならない（müssen)）かであいまいであ
る。そこで，通常は前者を nicht brauchen⽛～する必要はない⽜(zu-不定詞の
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zu は省くことがある)21，後者を nicht dürfen⽛～してはならない⽜で代用す
る。英 need not に似て，ド nicht brauchen は話法の助動詞に近く，弱変化
動詞として例外的にウムラウトした接続法 II 式 bräuchte⽛～が必要なので
すが⽜の語形もある。これは，ド mögen⽛好む⽜の接続法 II 式ド möchte⽛～
したいのですが⽜との関係に似ている。このように，話法の助動詞には一部
で増えている例も確認できる。

ちなみに，ルクセンブルク語の brauchen は接続法 II 式で bräicht とウム
ラウトするだけでなく，現在形も話法の助動詞と同形であり，ほとんど話法
の助動詞のようになっている（Girnth 2000: 115-136)。

(29) ル ech brauch-Ø/du brauchs/hie brauch-Ø
～ ech kann-Ø/du kanns/hie kann-Ø

ド ich brauche/du brauchst/er braucht
↔ich kann-Ø/du kannst/er kann-Ø

(30) ル Ech bräicht e Gebuertsschäin. 私は出生証明書が必要なのですが
ド Ich bräuchte eine Geburtsurkunde. 同上

(Weber-Messerich/Colotte 2019: 87)

それに，何よりも話法の助動詞は，人間関係を円滑に保つポライトネス
(politeness）の表現手段である。ド Können Sie mir helfen?⽛手伝っていた
だけますか⽜/Wollen Sie bitte ein bisschen warten?⽛少しお待ちくださいま
すか⽜/Soll ich das Fenster aufmachen?⽛窓を開けましょうか⽜は依頼・要
請/申し出の表現であって，能力/願望/意志を確認する質問ではない。話法
の助動詞の用法は，ダイナミックな語用論的広がりを秘めているのである。

21 ただし，ド nicht MÜssen（MÜ- に強勢)⽛必ず～する必要があるわけではない⽜とも言
い，意味が異なる。ド Du brauchst nicht (zu) kommen. では⽛来なくていい⽜のように，
相手に対して来る手間を省くニュアンスがあるが，ド DuMUSST nicht kommen. は⽛来
なければいけないわけではない⽜のように，相手に来ることを押しつけないニュアンス
を伴う。
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図表⚑ 定動詞複数形人称語尾（⚑，⚒，⚓人称の順)
(König (199812: 158）をもとに作成)
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拙稿（2019）⽛ドイツ語から見たゲルマン語─名詞の性，格の階層と文法関

係⽜以降，本稿までの継続論文に関連して，以下の図表を掲載しておく。
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„Die beiden Gänse…“ の文で
複数形語尾ーe が保たれている地域
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図表⚒ 語中音脱落と語末音脱落（ge-brochen, Gäns-e)
(König (199812: 158）をもとに作成)
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„Hinter unserem Hause…“ の文で
与格語尾ーe が保たれている地域
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図表⚓ 語末音脱落（Wir sind müde, Hinter unserem Hause...)
(König (199812: 159）をもとに作成)
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図表⚔ 指小辞（指小形接尾辞)
(König (199812: 157）をもとに作成)
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図表⚕ ⚓人称代名詞男性単数主格形
(König (199812: 164）をもとに作成)
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図表⚖ 人称代名詞 uns（Hinter uns-erem Hause...)
(König (199812: 160）をもとに作成)
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図表⚗ ⚒人称代名詞親称単数与格・対格形
(König (199812: 160）をもとに作成)
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総合的（例 ich tanzte　
私は踊った）

新総合的

分析的（例 ich habe 
getanzt　同上）

図表⚘ 過去の出来事を表す動詞の語形
(König (199812: 162）をもとに一部変更して作成)
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属格の残存
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図表⚙ 再述所有代名詞構文
(Koß (1983: 1244）をもとに作成)
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